
 

 

 

 

 

 

 

 

  今年度の目標について 

                                    事務長  黒木 成人 

 ①高齢者の尊厳を重視し、地域に根ざした施設をめざす 

・高齢者の尊厳についての具体的な学びを深め、ご利用者に安心できる場所を提供する。 

・地域との連携、地域のニーズに応える。 

②適正な事業運営が継続できるよう収入・人員の確保、提供サービスの質の向上をめざす 

・在宅復帰型老健を目指すが、ベッド稼働率 100％を目標にし、ショートステイの空床対応を活用

し、長期にベッドが空床にならないよう努力する。 

・通所リハビリテーション利用率向上に努める。 

 ・在宅部門との連携を強化し、お互いの利用率向上につなげる。 

 ・看護師、介護職員等の人員確保、離職率低減への取り組みを強化する。(人員の確保については若

い世代だけでなく、あらゆる世代を受け入れて行く。その為の職員教育システムを構築する。） 

 ・職員が長く働けるようにする為に介護の負担軽減、また利用者の安全の為に機械浴の導入、福祉

機器、介護ロボットなど必要に応じて導入していく。 

 ・利用者アンケート、ご意見箱投書、苦情相談等を真摯に受け止め、迅速に対応する。 

 ・事業運営について現場職員一人一人に周知をする。 

・介護報酬改定に適切に対応する。(介護予防、日常生活総合事業への取り組み。平成 30 年の医

療・介護同時改定に向けての準備） 

③社会貢献事業への取り組み 

 ・法人の活動である社会鍋、街頭給食へは積極的に参加をして地域のニーズをとらえていく。 

 ・無料低額実施施設であるので費用面について減免等を必要に応じて行っていく。 

・法人間施設との情報交換、職員交流、研修・勉強会への参加等を積極的に取り組むようにする。 

④施設の設備充実、環境改善への取り組み 

 ・経年劣化による設備の入替等を随時行い、利用者に迷惑にならないようにする。 
 

 ※ 昨年度よりもより良いサービスを提供する為に今年度の目標を上記のようにたてました。 

今年度もよろしくお願い致します。     

 

                              

  

 

 

 

施設理念『 キリストの愛を原点に全人的ケアを目指します 』 
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【2016 年度 春号（2016/ 5/ 15）】 

2016 年 救世軍標語 

「ビジョンを掲げて～新しいことが始まる～」 

 

『わたしは彼らに一つの心を与え、彼らの中に新しい霊を授ける。わたしは彼らの肉から 

石の心を除き、肉の心を与える。』   (エゼキエル書 1１章１９節) 

 



 



 



 
 

発行者：社会福祉法人 救世軍社会事業団 ブース記念老人保健施設グレイス 

発行人：黒川  純        編集責任：黒木 成人 

電話：０３-３３８０-１２４８   HP アドレス：grace@salvationarmy.or.jp/ 


